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研究成果の概要： 
放線菌の好気的に生産する膜結合型硝酸還元酵素（dNar）の生理的意義について解析した。本

酵素が Streptomyces coelicolor ゲノム中に３つ存在することを見出し、破壊株を作成した。破

壊株を解析した結果、これまでに報告例のない新規な表現型を示した。また同条件で生産され

る亜硝酸と dNar との関連も検証した。さらに Flavohemoglobin について、既知の知見とは異

なる発現条件を見出し、新規な活性も明らかにした。 
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研究分野： 
科研費の分科・細目： 
キーワード：遺伝学、酵素学、微生物 
 
１．研究開始当初の背景 
dNar は、嫌気条件かつ硝酸塩存在時において
発現、生産されることが、既知の知見であっ
たが、S. antibioticus において好気的かつ
硝酸非添加にも関わらず、dNar を生産するこ
とを見出し、本酵素の生理的意義について同
様の現象が観察された S. coelicolor につい
て解析を開始した。 
 
２．研究の目的 
放線菌における新規な窒素代謝系の生理的
意義の解析 
 
３．研究の方法 

dNar 破壊株の作成をし、表現型の解析。
Flavohemoglobin の発現条件の解析と酵素
活性測定。 
 
４．研究成果 
既知の dNar と異なる新規な生理的意義を明
らかとした。また放線菌が生産する亜硝酸は
本酵素の触媒により生産されることが明ら
かとなった。即ち、放線菌が何らかの有機体
窒素から硝酸を菌体内で生産することが明
らかとなった。また、Flavohemoglobin につ
いても、新規な発現条件と活性を見出した。 
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